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1．ガイドライン（案）の位置づけ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討事項 

①誰が対象か 

②どう使うものか 

まとめのスタンス 

計画を策定する直轄事務所・都道県の担当向け

・ 計画の基本構成 
・ 計画を策定する際の留意点 

「減災計画の意図、狙い」を知る 
・ 目標設定 
・ 設定条件

「計画決定の手続き」を知る 
・ 決定手順 
・ 都道県、市町村、他部局との手続き 

※ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）へ

の記載内容 

「関係機関との連携」 
・ ガイドラインにより、共通認識（役

割・アクションなど）を図る 

（主なもの） 
・ 目標の設定 
・ 噴火シナリオの設定 
・ 対策開始タイミングの設定 
・ 規模の想定、緊急設計のための準備 
・ 施工能力と時間の検討 
・ 資・機材調達、契約など工事準備 
・ 用地など緊急工事の前提条件の整備 
・ 事業調整 
・ 事業例、主要工種 
・ 参考資料 無人化施工、 

リアルタイム HM など 

「計画の作成方法・内容」を知る 
・ 検討する項目 
・ 視点、留意点

「緊急時の動き」 をあらかじめ想定して知っ

ておく ＝危機管理の備え
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2．ガイドライン（案）の目次・構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 火山噴火緊急減災対策ガイドライン（案）の構成 
 

 
第１章　総　則

第２章　火山噴火緊急減災対策
の基本理念

第３章　火山噴火緊急減災対策
計画

第４章　火山噴火緊急減災対策
計画の策定

ガイドラインの
　目的，構成，対象

火山噴火緊急減災対策とは？
　関係機関の連携による火山防災対策の実施イメージ

火山噴火緊急減災対策を進めるために
　計画の内容，検討体制，設定条件など

第１節　計画の策定手順
　計画策定手順（フローチャート）

第２節　計画策定の前提条件
　噴火シナリオ、対策開始のタイミング、現状把握、
　被害想定、火山噴火緊急減災対策の目標設定条件

第３節　対策の方針の設定
　対策の目標、対象現象と規模

第７節　関係機関との連携
　連絡会議の設立

第５節　緊急時に備えた平常時の準備
　対策実施場所の準備・確保，資機材備蓄など

第６節　対策の効果評価
　対策の効果評価（評価指標）
　緊急時の優先度の考え方　など

第４節　緊急減災ドリルの作成
　緊急ハード対策ドリル、緊急ソフト対策ドリルの作成、
　具体的な施工方法



 3

3．ガイドライン（案）のポイント 

 
表 1 火山噴火緊急減災対策ガイドラインのポイント（１／３） 
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表 2 火山噴火緊急減災対策ガイドラインのポイント（２／３） 
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表 3 火山噴火緊急減災対策ガイドラインのポイント（３／３） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


